
防災士は、行政・住民・企業各種団体のハブ

行政
制度・計画・公的支援
現場の声をつかむ
個別周知に課題
人事異動で専門性の
継承が難しい
財政・人材の制約

住民
地域を支える担い手

知識・経験が不足
担い手が減少
地域コミュニティ
の弱体化

防災士
地域の防災士会

声を聴き、
伝え、
専門性をつなぐ

企業・各種団体
専門知識・技術を持つ
本業との両立が必要
行政・住民との連携が希薄に
なりやすい

防災士・防災士会が三者を結び、地域の防災活動を支える



地域での防災啓発・被災地のボランティア活動



住民にとって欲しい情報は中々入って来ない



防災ファミリーフェス【車中泊】



小冊子：災害時のための車中泊のポイント

• Ａ５判８ページ １０００部印刷 防災イベントなどで配布
あくまでも“災害時”の車中泊のポイントをまとめる

• 車中泊の適地を書き込む空白のページ

• 茨城県シルバーリハビリ体操推進センターとの協働

• 県に大手企業からの財政支援（茨城県企業連携型ＮＰＯ支援事業）





取り組みの中間報告と今後

成果 市民の関心が高まり、自治体の問題意識が高まった
防災士・体操指導士・ディーラーが連携

信頼関係の構築
住民に正しい
情報を伝える
住民から様々な
声を聴き取る
住民に防災への
関心を高める
住民の行動を
促す

要望の具現化 拡大と継続

住 民 行 政 防災士

住民に正しい情報
を伝える
住民の声を様々な
声を伝える
行政の新たな動き
を引き出す

正しい防災情報をよ
り多くの住民や企業
団体に伝える
住民や行政とより身
近に信頼関係を構築
する
一過性の活動ではな
く活動を継続させる



THANK 
YOU!
ありがとうございました!
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